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一
月
二
十
日
、
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
の
創
立

70
周
年
記
念
式
典
と
記
念
祝
賀
会
兼
新
年

賀
詞
交
歓
会
（
甲
府
法
人
会
が
共
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
長
崎
山
梨
県
知
事
を
は

じ
め
、
税
務
当
局
、
甲
府
法
人
会
管
内
の

首
長
、
経
済
団
体
な
ど
多
数
の
来
賓
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
勢
３
０
０
名
の
出
席
者
は
、
情
報
交

換
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
法
人
会
や
会

員
企
業
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
に
先
立
っ
て
行
っ
た

記
念
講
演
会
で
は
、
プ
ロ
野
球
解
説
者
で

元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ　

ヘ

ッ
ド
コ
ー
チ
の
白
井
一
幸
氏
を
講
師
に
迎

え
「
目
標
達
成
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
創
立
70
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
髙
野
孫
左
ヱ
門
会
長
の
挨
拶
要
旨
】

　

昨
年
は
令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し

た
が
、
甲
府
法
人
会
・
鰍
沢
法
人
会
・
山

梨
法
人
会
も
そ
れ
ぞ
れ
創
立
70
周
年
を
迎

え
、
本
年
山
梨
県
連
も
、
全
国
初
の
連
合

体
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
70
年
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

先
人
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
来
た
本
会
の

経
過
を
改
め
て
確
認
し
、
次
代
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
創
り
上
げ
る

き
っ
か
け
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
「
法
人
会
」
は
昭
和
24
年
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
経
済
復
興
期
に
、
申
告
納
税
制

度
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
企
業
経
営
者
た

ち
が
税
の
理
解
を
深
め
、
正
し
く
納
税
を

行
な
う
こ
と
、
公
平
・
公
正
な
税
制
の
実

現
を
目
指
す
事
を
目
的
と
す
る
「
法
人
納

税
者
の
団
体
」
と
し
て
全
国
各
地
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
に
お
い
て
も
、
昭
和
24
年
に
甲

府
・
北
巨
摩
に
法
人
協
会
が
、
加
納
岩
に

法
人
会
が
、
昭
和
25
年
に
は
鰍
沢
法
人
協

会
が
誕
生
し
、
同
じ
く
し
て
「
山
梨
法
人

会
連
合
会
」
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
26
年
に

は
都
留
法
人
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
統
廃
合
や
名
称
変
更
を
経
て
、

甲
府
法
人
会
・
山
梨
法
人
会
・
鰍
沢
法
人
会
、

大
月
法
人
会
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
は 

「
税
」 

関
わ
る
活
動
を
基
軸

に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
会
員
法
人
の
活

動
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

の
私
た
ち
の
生
活
や
事
業
を
行
っ
て
い
る

社
会
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、

Ｉ
ｏ
ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
進
展
、
働
き
方
改
革
等
、

新
た
な
対
応
を
要
す
る
変
化
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
下
、
平
成
18

年
に
施
行
さ
れ
た
「
公
益
社
団
法
人
及
び

公
益
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
」
は
、
民

間
団
体
が
地
域
社
会
で
果
た
す
べ
き
役
割

に
公
益
的
な
領
域
を
含
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
生
ま
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、「
県
内
４
単
位
会
」
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
も
っ
て
公
益
社
団
法
人
に
姿
を
変
え
、

県
連
は
一
般
社
団
法
人
と
し
て
そ
の
任
を

果
た
す
べ
く
活
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　

県
連
は
４
単
位
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
多

様
な
業
種
を
網
羅
す
る
７
、０
０
０
法
人
が

会
員
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
基
盤
、
リ
ソ
ー
ス

を
活
か
し
た
活
動
を
積
み
上
げ
公
益
に
資

す
る
存
在
と
し
て
の
価
値
と
成
果
を
積
み

重
ね
、
１
０
０
周
年
を
目
指
し
、
会
員
そ

れ
ぞ
れ
が
、「
繋
が
る
、繋
ぐ
」
た
め
の
「
場
」

と
し
て
法
人
会
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
が

い
の
あ
る
存
在
と
な
れ
る
様
、
活
動
を
重

ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

外
部
と
の
連
携
で
は
、
平
成
26
年
よ
り

開
始
し
た
山
梨
県
か
ら
の
受
託
事
業
「
や

ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事

業
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

末
ま
で
で
66
件
の
成
婚
が
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
、

出
会
い
か
ら
成
婚
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
に
奉
仕
頂
い
て
い
る
皆
様
の
熱
意
の

賜
物
と
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に

は
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
一
組
で
も

多
く
の
成
婚
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
国
税
局
や
県
内
各
税
務
署
、

山
梨
県
や
各
市
町
村
、
各
種
経
済
団
体
の

皆
さ
ま
、
会
員
企
業
を
守
る
た
め
の
「
大

型
保
障
制
度
」
の
運
営
に
関
わ
っ
て
頂
い

て
い
る
保
険
各
社
と
の
連
携
も
ま
た
法
人

会
活
動
活
性
の
た
め
の
リ
ソ
ー
セ
ス
だ
と

受
け
止
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
組
織
に
は
、
総
務
・
税
制
・
広

報
・
研
修
・
組
織
・
厚
生
委
員
会
が
、
ま
た
、

女
性
部
会
・
青
年
部
会
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て「
公

平
・
公
正
な
税
制
実
現
」、
ま
た
、
地
域
経

済
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
経
済
を
支
え
る

中
小
事
業
者
活
性
の
観
点
か
ら
諸
活
動
を

活
性
し
、
地
域
社
会
が
必
要
と
す
る
こ
と

に
応
え
ら
れ
る
法
人
会
活
動
を
皆
様
と
繋

が
り
を
深
め
な
が
ら
、
多
様
な
視
点
を
も

っ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
ど
も
山
梨
県
法
人
会
連
合

会
及
び
県
下
４
単
位
法
人
会
に
対
し
、
絶

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
、

事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し 

ま
す
。

創
立
70
周
年
記
念
式
典
等
を

盛
大
に
開
催

式辞を述べる髙野会長
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【
講
演
会
内
容
の
一
部
】

　

私
が
現
役
の
当
時
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
毎
年
、
最
下
位
争
い
を
す
る
チ

ー
ム
だ
っ
た
。
悔
い
を
残
し
た
ま
ま
引
退

し
た
後
、
指
導
者
の
勉
強
を
す
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
・
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
名
門
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
コ
ー
チ
留

学
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
27
回
も

優
勝
し
て
い
る
世
界
一
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。

１
軍
か
ら
６
軍
ま
で
全
て
の
選
手
や
監
督
、

コ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
に
関
わ
る

全
員
が
「
世
界
一
に
な
る
」
と
い
う
た
っ

た
一
つ
の
目
標
に
向
か
い
、
責
任
と
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
そ
こ
が
、
他
の
球
団

と
違
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
人
は
目
指
す
と

こ
ろ
に
し
か
行
け
な
い
。
目
指
し
た
人
だ

け
が
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
け
る
可
能
性
が

生
ま
れ
る
。

　

こ
の
学
び
を
携
え
、
２
０
０
１
年
に
私

は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
２
軍
監
督
に
就
任
し

た
。
当
時
、
チ
ー
ム
は
最
下
位
に
低
迷
し

て
い
た
が
、「
日
本
一
」
と
い
う
目
標
を
選

手
た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
重

要
な
の
は
、
チ
ー
ム
の
目
標
と
個
人
の
目

標
を
し
っ
か
り
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

毎
日「
練
習
な
ら
今
日
、日
本
一
に
な
れ
る
」

と
鼓
舞
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
積
み
重
ね

た
。
そ
し
て
06
年
、
44
年
ぶ
り
に
日
本
一

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
本
一
に
な
る
た
め
に
は「
実
力
」と「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
必
要
で
あ
り
、
一
人
で

も
欠
け
た
ら
日
本
一
に
は
な
れ
な
い
。「
何

で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
。
優
勝
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
た
め
に
、
皆
で
乗
り
越
え
て

い
こ
う
。」
と
選
手
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と

で
、組
織
全
体
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
勝
ち
抜
く
チ
ー
ム
が
持
っ
て

い
る
の
が
「
運
」
で
あ
る
。
運
は
待
っ
て

い
て
も
来
な
い
が
、
引
き
寄
せ
る
こ
と
は

で
き
る
。
プ
ロ
野
球
選
手
の
中
で
も
、
特

に
運
が
良
い
の
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
エ

ン
ゼ
ル
ス
で
二
刀
流
と
し
て
活
躍
す
る
大

谷
翔
平
選
手
。
彼
は
「
運
」
を
良
く
す
る

た
め
、
自
分
で
考
え
て
行
っ
て
い
た
の
が

「
ご
み
を
拾
う
」
こ
と
だ
っ
た
。
彼
は
今
も
、

野
球
場
や
町
な
か
の
ご
み
拾
い
を
続
け「
ご

み
で
は
な
く
、
運
を
拾
っ
て
い
る
か
ら
楽

し
く
て
仕
方
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
運
を
引
き
寄
せ
る
た

め
に
行
っ
た
練
習
方
法
の
一
つ
が
、
30
メ

ー
ト
ル
の
全
力
疾
走
。
た
と
え
足
が
遅
く

て
も
、
自
分
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
発
揮
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
。

そ
れ
を
愚
直
に
、
誰
よ
り
も
一
生
懸
命
繰

り
返
す
こ
と
。
す
る
と
失
敗
し
て
も
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
が
助
け
て
く
れ
て
、
チ
ー
ム

が
さ
ら
に
団
結
す
る
。
そ
の
信
頼
こ
そ
が

運
で
あ
り
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を
引
き
寄
せ

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

長崎知事の祝辞

乾杯の音頭をとる
澤田 甲府税務署長

樋口甲府市長の祝辞大柳 東京国税局
課税第二部長の祝辞

談笑するご来賓の皆様

丸茂山梨県経営者協会
会長の祝辞

中締めの挨拶をする
清水 税理士会県会長

講演する白井一幸氏
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令和元年度は小学校６校において８

教室開催し、青年部会及び女性部会

の会員７名が講師として授業を行い

ました。

１月１６日　中央市・玉穂南小学校
　　　　　 講師：飯島禎典 氏1

１月１６日　中央市・玉穂南小学校
　　　　　  講師：雨宮恵美 氏2

２月１０日
中央市・田富北小学校
講師：雨宮恵美 氏

5

１月１７日　甲府市・貢川小学校
　　　　　　講師：阿部誠 氏

１月２８日　南アルプス市・落合小学校
     　　　　 講師：丸茂正樹 氏

3

4

児童の皆さんが元気に発
言してくれたおかげで、
こちらの緊張もほぐれま
した。そして授業を進め
ていく中で、難しい税金
の名前が児童から出てき
ました。事前にしっかり
勉強してから今回の税金
教室を受けてくれたこと
に感心しました。初めて
講師でしたが、一緒に税金の大切さを勉強させて
いただく貴重な体験となりました。

講師感想

とても緊張しましたが、
児童の皆さんに助けられ
て楽しく進められ、税金
の大切さをどう伝えよう
かワクワクしながら説明
できました。法人会の会
員としてこのような素敵

な時間をいただき感謝しています。これからも児
童にパワーをもらいながら頑張りたいと思います。

講師感想

活発な質問を児童の皆さ
んからいただき楽しく授
業をさせていただきまし
た。また自分自身も改め
て税の大切さと社会にお
ける税が果たす役割を再
認識することができまし
た。当日のサポートをし

てくださいました甲府税務署の皆様、青年部会のメ
ンバー、ありがとうございました。

講師感想

教室に入る前は全く知りませんで
したが、担任の先生は高校の同級
生でした。
初めての講師でしたが、元気で素
直な児童の皆さんのおかげで、な
んとか授業を進められました。税
金の名前をたくさん知っていたの
には驚かされました。講師をさせ

ていただき、改めて税金の大切さを認識しました。時間を気
にして早口になりました。児童の皆さんにとって、もっと楽し
い授業をできれば良かったと思いました。

講師感想

税金教室
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令
和
元
年
度
の

「
源
泉
部
会
講
習
会
」が
閉
講甲府会場の閉講式

韮崎会場の閉講式

　

令
和
元
年
度
の
「
源
泉
部
会
講
習
会
」

は
１
月
２３
日
と
２４
日
の
最
終
講
義
を
行

い
、
昨
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
全
６

回
の
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。
初
級
講

座
・
上
級
講
座
と
も
に
６
回
全
て
に
出

席
し
た
参
加
者
の
皆
様
に
修
了
証
書
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
同
講
習
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
事
務
の
初
め
て

の
方
か
ら
ご
経
験
の
長
い
方
ま
で
幅
広

く
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２２
名
に
修
了
証
書
を
授
与

浄財を渡す深澤女性部会長（右）

大勢参加したセミナー

クイーンビーズの選手、ビーちゃん、イータ君と記念写真
田中雅貴氏（左）、阿部誠氏（右）

　

女
性
部
会
で
は
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
年
間
を
通
し
た
各
種
会
議

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
際
に
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
３
月

２５
日
に
深
澤
女
性
部
会
長
が
テ
レ
ビ
山

梨
を
訪
問
し
て
、
一
般
財
団
法
人
テ
レ

ビ
山
梨
厚
生
文
化
事
業
団
に
対
し
、
女

性
部
会
員
か
ら
集
ま
っ
た
浄
財
を
寄
託

し
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
常
磐
ホ
テ
ル
に
お
い
て

県
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
及
び
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
甲
府
法
人
会
女
性

部
会
か
ら
１７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
県
連
女
性
部
会

の
事
業
計
画
や
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

愛
媛
大
会
へ
の
参
加
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
甲
府
法
人
会
女
性
部
会
が

担
当
し
て
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
柴
田
典

子
氏
を
講
師
に
む
か
え
、「
荷
物
の
整
理

～
無
駄
な
く 

無
理
な
く 

で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
～
」
と
題
し
て
、
不

要
品
の
処
分
や
片
付
け
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
で
は
甲
府
税
務
署
が
行
う

確
定
申
告
に
関
す
る
周
知
・
広
報
活
動

に
２
名
が
協
力
し
ま
し
た
。
２
月
５
日

に
イ
オ
ン
甲
府
昭
和
店
で
行
わ
れ
、
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
山
梨
ク
イ
ー

ン
ビ
ー
ズ
の
選
手
が
、「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
の
取
得
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
会
場
に
は
ビ
ー
ち
ゃ
ん
（
山
梨
ク
イ

ー
ン
ビ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
）
と
イ
ー
タ
君
（
国
税
庁
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
も
登
場
し
、

広
報
活
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

女
性
部
会
員
か
ら

　
　  

寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
寄
託

県
連
女
性
部
会

　 

連
絡
協
議
会
及
び

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

青
年
部
会
が

 

確
定
申
告
の
広
報
に
協
力
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弁
護
士    

古
屋
　
俊
仁

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て

古
屋
法
律
会
計
事
務
所

少
子
高
齢
化
等
か
ら
く
る
人
手
不
足
解
消
の
た
め
外
国
人
労
働
者
の
受

入
れ
を
拡
大
す
る
法
改
正
が
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

法
改
正
に
関
す
る
制
度
が
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
も
の
な
の
か
も
教
え
て
く
だ 

さ
い
。

と
す
る
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す

る
外
国
人
向
け
の
在
留
資
格
で
す
。
特
定

技
能
２
号
は
、
建
設
業
、
造
船
・
舶
用
工

業
の
２
分
野
に
限
っ
て
、
熟
練
し
た
技
能

を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
在
留
資
格
で
す
。
特
定
技
能

２
号
に
つ
い
て
は
在
留
期
間
の
上
限
が

な
く
、
家
族
の
帯
同
も
可
能
で
す
が
、
特

定
技
能
１
号
に
つ
い
て
は
在
留
期
間
が

最
長
５
年
と
さ
れ
、
家
族
の
帯
同
は
基
本

的
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

多
額
の
保
証
金
の
徴
収
等
を
す
る
悪

質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
在
を
防
止
す
る

た
め
、
外
国
人
の
送
出
し
国
と
の
間
で
は

二
国
間
取
り
決
め
な
ど
政
府
間
文
書
の

作
成
等
を
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
12
か

国
と
の
間
で
取
り
決
め
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
定
技
能
１
号
の
資
格
で
在
留
す
る

場
合
、
例
え
ば
宿
泊
業
や
外
食
業
に
お
い

て
清
掃
や
皿
洗
い
等
の
単
純
労
働
を
含

む
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
労
働
力
の
補
充
に
効
果
を
発

揮
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
単
純
労
働
の
み
を
行
わ
せ
る
こ
と

Q1Q2

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

２　

こ
れ
ま
で
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度

等
に
よ
り
、
事
実
上
、
労
働
力
不
足
が
補

わ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、
こ
れ
は
、

本
来
、
外
国
人
の
母
国
へ
の
技
術
移
転
と

い
う
国
際
貢
献
を
目
的
と
す
る
制
度
で

あ
り
、
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
法
改
正

で
、
人
手
不
足
が
特
に
深
刻
な
産
業
分
野

へ
の
外
国
人
材
受
入
れ
の
必
要
性
を
正

面
か
ら
認
め
、
新
た
な
在
留
資
格
を
創
設

し
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
技

能
実
習
２
号
を
良
好
に
修
了
し
た
場
合

に
は
、
無
試
験
で
特
定
技
能
１
号
の
資
格

が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
技
能
実
習

生
が
特
定
技
能
１
号
に
移
行
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
技
能
実
習

生
と
し
て
の
在
留
期
間
も
合
わ
せ
て
最

長
８
年
間
（
技
能
実
習
が
３
号
ま
で
修
了

な
ら
10
年
間
）
と
長
期
間
日
本
に
滞
在
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

技
能
実
習
と
特
定
技
能
１
号
の
具
体

的
な
相
違
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

入
管
法
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
の
４
月

か
ら
、「
特
定
技
能
１
号
」、「
特
定
技
能

２
号
」
の
在
留
資
格
が
新
た
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
材
の
確
保
が

困
難
で
人
手
不
足
が
特
に
深
刻
な
産
業

分
野
（
特
定
産
業
分
野
）
に
つ
い
て
、
一

定
の
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
り
得
る

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
制
度
を
創

設
し
た
も
の
で
す
。

　

特
定
技
能
１
号
は
、介
護
業
、建
設
業
、

造
船
・
舶
用
工
業
、
宿
泊
業
、
農
業
、
外

食
業
等
の
14
の
特
定
産
業
分
野
に
つ
い

て
、
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要

A
働
き
方
改
革
シ
リ
ー
ズ　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
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特
定
技
能
１
号
に
該
当
す
る
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
に
は
、
求
人
募
集
を
す
る

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
民
間
の
職
業
紹
介

事
業
者
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

３　

試
験
実
施
の
遅
れ
や
手
続
き
の
煩

雑
さ
等
か
ら
、
特
定
技
能
の
在
留
資
格
の

取
得
者
数
は
当
初
政
府
が
想
定
し
た
よ

り
も
相
当
に
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
制
度
は
、
日
本
の

労
働
力
不
足
の
実
態
に
即
し
て
い
る
点

で
基
本
的
に
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
し
た
上
、
積

極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

技
能
実
習
に
は
基
本
的
に
入
国
時
の

試
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
定
技
能
１
号

は
、
既
に
述
べ
た
技
能
実
習
か
ら
の
移
行

の
場
合
を
除
き
、
技
能
水
準
、
日
本
語
能

力
水
準
に
つ
い
て
試
験
が
あ
り
ま
す
。
技

能
実
習
生
に
は
常
勤
職
員
の
総
数
に
応

じ
て
受
け
入
れ
可
能
な
人
数
の
枠
が
あ

り
ま
す
が
、
特
定
技
能
１
号
に
は
介
護
分

野
（
事
業
所
単
位
で
、
日
本
人
等
の
常
勤

介
護
職
員
の
総
数
が
受
入
れ
の
上
限
）、

建
設
分
野
（
特
定
技
能
１
号
及
び
特
定
活

動
の
在
留
資
格
で
受
け
入
れ
る
外
国
人

の
合
計
数
が
、
当
該
外
国
人
及
び
技
能
実

習
生
を
除
い
た
常
勤
職
員
の
総
数
を
超

え
な
い
こ
と
が
必
要
）
を
除
き
そ
の
よ
う

な
人
数
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
技
能

実
習
で
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
転
職
を
可
能
と
し
て
い
る
点
も

特
定
技
能
１
号
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
賃

金
が
日
本
人
と
同
程
度
以
上
の
金
額
と

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
両
制
度
に
共
通
で

す
が
、
特
定
技
能
１
号
に
つ
い
て
は
、
技

能
実
習
２
号
修
了
程
度
の
技
能
を
備
え

た
人
材
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
技
能
実
習
生
と
し
て
新
た
に
受
け

入
れ
る
場
合
と
比
較
し
て
賃
金
の
水
準

は
高
く
な
り
ま
す
。

空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成させましょう。すべて完成させ、タテに読むと、ま
た別の四字熟語が完成します。なんだかわかりますか？（答えは14頁にあります）

1 パズル・四字熟語Quiz

Q

　　文　開化

伊達眼　　　

　　笑　千万

行雲流　　　

二者択　　　　

相撲　屋　

　原　時代

　　　　身年金

? ?

?

?

?

?

?

?

1 2
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税
理
士    

中
瀨
　
和
彦

消
費
税
引
き
上
げ
後
の

申
告
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

東
京
地
方
税
理
士
会
　
甲
府
支
部

た
め
に
も
、
今
一
度
消
費
税
引
き
上
げ
後

の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
消
費
税
率
の
違
い

　

基
本
税
率
10
％
と
軽
減
税
率
８
％
、
そ

し
て
引
き
上
げ
前
の
旧
税
率
８
％
は
、
そ

れ
ぞ
れ
明
確
に
わ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
軽
減
税
率
８
％
と
旧
税
率

８
％
は
同
じ
８
％
で
は
あ
り
ま
す
が
、
申

告
を
す
る
際
に
は
全
く
の
別
物
と
し
て

扱
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式

　

消
費
税
を
正
し
く
計
算
す
る
た
め
に

は
、
売
上
・
仕
入
等
が
ど
の
税
率
に
よ
る

取
引
な
の
か
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
帳
簿
・
請
求
書
等
に
記
載

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
と
い
い
ま
す
）

［
詳
し
く
は
、
甲
府
法
人
会
た
よ
り
令
和

元
年
８
月
（
143
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。］

　

特
に
、
軽
減
税
率
が
含
ま
れ
る
請
求

書
・
領
収
証
等
に
は
次
の
２
点
の
記
載
が

必
要
で
す
。

　

・
軽
減
税
率
対
象
品
目
で
あ
る
旨

　

・�

税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た

税
込
対
価
の
額

　

請
求
書
・
領
収
証
を
受
け
取
っ
た
際
に

は
、
ど
の
税
率
か
確
認
し
、
軽
減
税
率

８
％
に
は
マ
ー
カ
ー
を
引
い
て
お
く
な

令
和
元
年
10
月
１
日
に
消
費

税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
同
時
に
８
％
軽
減
税
率
の

導
入
に
よ
り
、
日
本
の
消
費
税
は
複
数
税

率
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
上
げ
前
の
期
間
（
令
和
元

年
９
月
以
前
）
を
含
む
事
業
年
度
は
、
旧

税
率
８
％
も
あ
る
た
め
合
計
３
種
類
の

税
率
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
消
費
税

申
告
の
た
め
の
事
務
負
担
も
よ
り
大
き

く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
税
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

ど
、
見
や
す
く
し
て
お
く
と
記
帳
の
際
に

間
違
い
が
無
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
税
率
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
領

収
証
等
も
ま
だ
ま
だ
み
ら
れ
ま
す
。
で
き

れ
ば
記
載
し
た
請
求
書
・
領
収
証
を
再
発

行
し
て
も
ら
い
、
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば

「
軽
減
税
率
対
象
品
目
で
あ
る
旨
」「
税
率

ご
と
に
合
計
し
た
対
価
の
額
」
に
つ
い
て

は
追
記
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

代
引
で
引
き
取
っ
た
商
品
も
税
率
が

分
か
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

納
品
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
一
緒
に
保
管
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
請
求
書
・
領
収
証
等
に

基
づ
き
、
税
率
ご
と
に
し
っ
か
り
と
区
分

し
て
帳
簿
等
に
記
帳
し
ま
す
。
申
告
の
際

に
は
こ
の
帳
簿
か
ら
消
費
税
額
を
計
算

す
る
た
め
、
税
率
を
明
確
に
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
区
分
経
理
が
難
し
い
一
定
の
事

業
者
に
つ
い
て
は
、「
中
小
事
業
者
の
税

額
計
算
の
特
例
」
に
よ
る
簡
易
計
算
が
一

定
期
間
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

［
詳
し
く
は
、
甲
府
法
人
会
た
よ
り
令
和

Q
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の
消
費
税
の

申
告
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

旧税率
軽減税率

基本税率
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元
年
11
月
（
144
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。］

◆
旧
税
率
８
％
の
取
引

　

令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に
行
う
取

引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
旧
税
率
８
％
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
取
引
と
し

て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

・�

令
和
元
年
９
月
30
日
以
前
か
ら
継

続
し
て
い
る
電
気
、水
道
、ガ
ス
、

電
話
、
灯
油
に
係
る
料
金
等
で
、

令
和
元
年
10
月
１
日
～
10
月
31

日
ま
で
の
間
に
支
払
い
を
受
け

る
権
利
が
確
定
す
る
も
の

　

・�

平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
締
結

し
た
請
負
契
約
で
、
完
了
が
令
和

元
年
10
月
１
日
以
降
と
な
る
も

の

　

そ
の
他
詳
し
く
は
、
国
税
庁
︱
「
平
成

31
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月
１
日
以
降
に

行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
に
適
用
さ
れ

る
消
費
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
の

取
り
扱
い
Ｑ
＆
Ａ
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

◆
お
わ
り
に

　

消
費
税
の
申
告
を
正
し
く
行
う
た
め

に
は
、
税
率
ご
と
に
正
し
く
集
計
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

帳
簿
・
請
求
書
等
を
し
っ
か
り
と
整
理
し

て
お
く
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
に
よ
る
税
務

上
の
対
応
と
し
て
、
納
税
の
猶
予
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、国
税
庁
Ｈ
Ｐ
内
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
方
へ
」「
申
告
や
納
税
な

ど
の
当
面
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

左の絵と右の絵には相違点が７か所あります。見つかりますかな？（答えは14頁にあります）

2 ７つの間違い探しQuiz

Q
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新型コロナウイルス感染症の影響により

法人税等における申告・納付等の期限延長申請書の
柔軟な対応を行います

個別延長する場合：
　　各種会計ソフトを利用してe-Taxで提出する場合の入力方法

　電子申告及び申請・届出による添付書類の送
付書の「電子申告及び申請・届出名」欄等に、「新
型コロナウイルスによる申告・納付期限延長申請」
と入力してください。

　所得税徴収高計算書の「摘要」欄に「新型コ
ロナウイルスによる納付期限延長申請」と入力し
てください。

「電子申告及び申請・届出名」欄又は「添付書類名」
欄に文言を入力し、各税目の e-Tax 申告書と同時
送信

新型コロナウイルスによる納付期限延長申請

　新型コロナウイルス感染症の影響により、期限までに申告等が困難な方々の為に、個別の申告期限延長の
手続等について取りまとめた「法人税及び地方法人税並びに法人の消費税の申告・納付期限と源泉所得税
の納付期限の個別指定による期限延長手続に関するＦＡＱ」が国税庁ホームページに掲載されました。ご確
認ください。

　国税庁ホームページ ＞ ホーム ＞ 新着情報 ＞ トピックス ＞ 法人税及び地方法人税並びに法人の消費
税の申告・納付期限と源泉所得税の納付期限の個別指定による期限延長手続に関するＦＡＱ

国税庁ホームページ掲載場所

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp 国税庁 検 索

法人税及び地方法人税並びに消費税及び
地方消費税申告書のe-Taxソフトの入力例

源泉所得税（所得税徴収高計算書）の
e-Taxソフトの入力例
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　税務職員は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等の専門知
識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための事務を行います。

　人事院では、30歳以上の社会人経験者を対象とした「国税庁経験者採用試験（国税調査官級）」を
実施しています。
　試験の概要については下記のとおりです。
　なお、採用後は、税務大学校において約３か月の研修後、各国税局（国税事務所）が管轄する税務
署に配属され、国税調査官又は国税徴収官に任用されます。
　興味のある方は、東京国税局総務部人事第二課試験係までお気軽にお問合せください。

記

【参考 : 平成 31年度の実施状況】
◇最終合格者数（全国）：227名
◇受験資格：�平成 31 年 4月 1日において、大学等（短期大学を除く。）を卒業した日又は大

学院の課程等を修了した日のうち最も古い日から起算して 8年を経過した者
◇試験日程　⑴受験申込受付期間　　８月中旬
　　　　　　⑵試 験 実 施 期 間　　９月から 12月まで
　　　　　　⑶最 終 合 格 発 表　　12月下旬

受験資格 ❶　�令和２年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起
算して３年を経過していない者及び令和３年３月までに高等学校又は中等教育学
校を卒業する見込みの者

❷　人事院が上記１に掲げる者に準ずると認める者

試験概要 2020 年度の試験概要については、令和２年７月頃に官報公告及び国税庁ホームペー
ジへ掲載となる予定です。

問合せ先 東京国税局総務部人事第二課試験係（℡ 03-3542-2111　内線 2162）

申込手続 ❶　申込方法【インターネット申込み】
　　人事院ホームページ上の申込専用アドレスを御利用ください。
　　［ http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html ］
❷　受付期間
　　令和２年６月 22日（月）９時から令和２年７月１日（水）まで［受信有効］
❸　受験案内交付期間
　　令和２年５月８日（金）から令和２年７月１日（水）まで
　　９時から 17時まで（土曜日及び日曜日を除く。）
❹　受験案内交付場所
　　東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）
　　（注）人事院ホームページからもダウンロードすることができます。
　　　　 ［ http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

試 験 日 第１次試験　令和２年９月６日（日）
第２次試験　令和２年 10月 14日（水）から令和２年 10月 23日（金）までのうち
　　　　　　指定された日時

（注）�詳細については、お気軽に東京国税局人事第二課試験係（電話（03）3542-2111 内線 2162）まで
お尋ねください。

２０２０年度税務職員募集

２０２０年度国税庁経験者（国税調査官級）募集

Ｐｒｉｄｅ  of  the  Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ  ～公平な世の中を創る、志～
適正かつ公平な賦課及び徴収の実現を、我々と一緒に目指してみませんか。

Ｐｒｉｄｅ  of  the  Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ  ～公平な世の中を創る、志～
適正かつ公平な賦課及び徴収の実現を、我々と一緒に目指してみませんか。
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山梨県からの お 知 ら せ

商工業振興資金・新型コロナウイルス対策関係融資のご案内

　県と金融機関が協調して、原則として山梨県信用保証協会の保証をつけて中小企業向けの融資を行い
ます。県が制度を定め、融資原資の一部を県が預託することにより、中小企業の皆様に低利率・固定、
長期の資金を融資する仕組みとなっています。

融資名 融　資　対　象 年利率 保証料率 貸付限度額　償還期間
　　　　　　（据置期間）

危機関連保証

経
済
危
機
・

災
害
復
旧
関
係

新型コロナウイルス感染症の影響により、原則として最
近１か月の売上高等が前年同月比で15％以上減少して
おり、かつ、その後の２か月を含む３か月の売上高等が
前年同期比で15％以上減少することが見込まれる中小
企業者等

※実施期間　令和 2 年 3月13日～令和 3 年1月31日

全部保証
1.4％

0.4％
（県の補助
後の料率）

設備　5,000万円　　10年以内
　　　　　　　　　　　（２年以内）
運転　5,000万円　　10年以内
　　　　　　　　　　　（２年以内）
一企業限度　5,000万円

セーフティ
ネット保証
４号

経
済
危
機
・

災
害
復
旧
関
係

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた後、原則とし
て１か月の売上高等が前年同月比で 20％以上減少して
おり、かつ、その後の２か月を含む３か月の売上高等が
前年同期比で 20％以上減少することが見込まれる中小
企業者等

※実施期間　令和 2 年 3月2日～令和 2 年 6月1日

全部保証
1.4％

0.45％
（県の補助
後の料率）

設備　5,000万円　　10年以内
　　　　　　　　　　　（１年以内）
運転　5,000万円　　10年以内
　　　　　　　　　　　（１年以内）
一企業限度　5,000万円

セーフティ
ネット保証
５号

不
況
業
種
対
策
関
係

次のいずれかに該当する中小企業者等
中小企業信用保険法第２条第５項第５号で指定する業種で、
①�最近３か月の売上高等が前年同期と比べ 5％以上減
少している者

②�直近１か月の売上高等とその後の２か月の売上高等を
含む３か月の売上高等が前年同期比で 5％以上減少
の見込まれる者（３か月の売上高等が算出可能となる
までの間に限る）

※�令和 2 年 4月1日現在　587 業種が指定されています

責任共有

償還期間
５年以内
1.3％
10年以内
1.5％

0.4％
（県の補助
後の料率）

運転　5,000万円　　10年以内
　　　　　　　　　　　（１年以内）

山梨中央銀行　　　　甲府信用金庫　　山梨信用金庫　　山梨県民信用組合　　都留信用組合
商工組合中央金庫　　みずほ銀行　　　りそな銀行　　　三井住友銀行　　　　三菱 UFJ 銀行
　お申し込みには、財務書類、納税証明書などの書類が必要となります。詳しくは、各金融機関または
山梨県産業労働部産業振興課（TEL：055-223-1537）へお問い合わせください。
※金融機関・山梨県信用保証協会の審査の結果、ご希望に添えない場合もあります。ご了承ください。

　県内に事業所があり、原則として１年以上事業を営んでいる中小企業者（個人及び法人）等

融資制度の紹介や、様々な金融に関する相談に、相談員が対応いたします。お気軽にご相談ください。
　　相　  談　  日　　土曜、日曜、祝日を除く毎日
　　相  談  時  間　　午前9 時～午後4 時（正午から１時までを除く）
　　相  談  場  所　　山梨県庁   別館３階（産業振興課内）
　　お問い合せ先　　TEL：055-223-1554

◇融資の要件など詳細は、各金融機関または産業振興課へお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県　産業労働部　産業振興課 　　　　　　　　

甲府市丸の内 1-6-1　TEL：055-223-1537　　

● 商工業振興資金とは

● ご利用いただける方

● 新型コロナウイルス対策関係の融資

● 融資のお申し込み（取扱金融機関）

●「中小企業金融相談窓口」をご利用ください

山梨県  商工業振興資金 検 索

税に未納が
ある場合で
も、分納の
合意がある
ときは、特
例的に融資
の要件を満
たすものと
して取り扱
います。

中小企業信用保険法第２条第５項第５号で指定する業種は、
中小企業庁ホームページ
https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sefu_net_5gou.htm
でご確認いただけます。
または、市町村・商工担当課、県・産業振興課にお問い合わ
せください。
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新型コロナウイルス感染症の影響により納税が困難な方に対する
県税における猶予制度

● 相談窓口　  山梨県総合県税事務所　滞納整理部　　０５５－２６１－９１２０
　　　　　　　  E-mail : kenzei-cb@pref.yamanashi.lg.jp

  ●  �新型コロナウイルス感染症に関連するなどして以下のようなケースに該当する場合は、猶予制度が
ありますので、山梨県総合県税事務所　滞納整理部にご相談ください。

  ●  �（徴収の猶予：地方税法第15条、申請による換価の猶予：地方税法第15条の６）
　　主な県税：個人又は法人の事業税、不動産取得税、自動車税　など

● 徴収の猶予

山梨県からの お 知 ら せ

　新型コロナウイルス感染症の患者が発生した施設で消毒作業が行われたことにより、備品や
棚卸資産を廃棄した場合

ケース

 災害により財産に相当な損失が生じた場合１

ケース

　納税者ご本人又は生計を同じにするご家族が病気にかかった場合

ご本人又はご家族が病気にかかった場合２

ケース

　納税者の方が営む事業について、売上の減少等により、著しい損失を受けた場合

事業に著しい損失を受けた場合４

ケース

　納税者の方が営む事業について、やむを得ず休廃業をした場合

事業を廃止し、又は休止した場合３

　個人住民税、固定資産税、国保税（料）等については、各市町村窓口にご相談ください。
※�なお、コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置の詳細につきましては、現在国にお
いて検討されておりますので、内容が決まり次第、県のホームページに掲載いたします。

詳しくは　山梨県ホームページ　 山梨県　徴収猶予 検 索
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柏
木
　
勇
一

職
場
の
人
間
関
係
、

想
い
の
伝
え
方
で
も
変
わ
り
ま
す

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ーで

、
途
中
で
操
作
を
や
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、返
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
っ

と
ま
ず
い
、
と
思
っ
た
と
た
ん
に
「
そ
の

態
度
は
な
ん
だ
」「
返
事
ぐ
ら
い
で
き
な
い

の
か
」
と
上
司
の
怒
り
の
言
葉
が
出
ま
し

た
。
課
内
は
あ
あ
ま
た
か
、
と
い
う
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。
同
僚
は
課
長
が
変

わ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
気

ま
ず
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
は

同
情
的
で
し
た
。

●
望
ま
し
い
伝
え
方

　
　
　
　

─
自
己
表
現
３
つ
の
柱

　

さ
て
、
困
っ
た
状
況
で
す
。
こ
の
場
面

で
悪
い
の
は
誰
で
す
か
、
と
聞
け
ば
、
一

方
的
に
怒
っ
た
課
長
と
か
返
事
を
し
な

か
っ
た
Ａ
さ
ん
、
と
い
う
答
え
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
こ
の
よ
う
な
場
面

で
犯
人
探
し
を
し
て
も
解
決
に
は
結
び
つ

き
ま
せ
ん
。
こ
の
困
っ
た
状
況
に
焦
点
を

当
て
て
打
開
す
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
の
大
事
な
こ

と
は
言
葉
の
伝
え
方
で
す
。
３
つ
の
柱
が

あ
り
ま
す
。
①
そ
の
時
の
気
持
ち
を
言
葉

に
し
て
伝
え
る
②
事
実
を
伝
え
る
③
そ
し

て
提
案
す
る
─
の
３
つ
で
す
。
お
聞
き
に

な
っ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
自
己
表

現
で
す
。

　

例
え
ば
今
回
の
事
例
で
の
①
は
課
長
の

態
度
に
対
し
て
「
仕
事
を
片
づ
け
な
け
れ

ば
と
焦
っ
て
い
ま
し
た
」
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。
②
の
場
合
は
、
例
え
ば
「
い
ま
私

は
今
日
中
に
片
づ
け
な
い
と
い
け
な
い
仕

事
が
残
っ
て
い
て
何
と
か
時
間
内
に
終
わ

り
た
い
と
集
中
し
て
い
ま
し
た
」
と
事
実

を
伝
え
る
こ
と
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
③
の
「
課
長
が
依
頼
す
る
案
件
と
、
い

ま
や
っ
て
い
る
仕
事
の
ど
ち
ら
を
優
先
し

た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
か
」
と
提
案
す
る

流
れ
に
な
れ
ば
、
課
長
の
言
動
も
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
効
率
的
に
気
持
ち

よ
く
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
な

ら
、
感
情
を
言
葉
に
し
て
示
し
、
事
実
を

伝
え
、
そ
し
て
提
案
と
い
う
自
分
を
主
語

に
し
た
表
現
が
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

●
言
葉
と
態
度
を
一
致
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

言
葉
で
伝
え
て
い
る
の
に
、
伝
わ
っ
て

●
新
し
い
上
司
の
態
度
に

　
　
　

み
ん
な
が
困
っ
て
い
ま
す
…

　

20
代
後
半
で
メ
ー
カ
ー
の
総
務
部
門
で

経
理
全
般
を
担
当
す
る
Ａ
さ
ん
は
、
社
歴

６
年
の
女
性
社
員
。
経
験
も
積
ん
で
業
務

量
も
多
く
な
り
、
責
任
も
増
し
て
き
ま
し

た
。
忙
し
く
な
っ
て
、
つ
い
デ
ス
ク
周
辺

の
整
理
・
整
頓
に
も
気
が
回
ら
な
く
な
り

が
ち
で
し
た
。

　

５
か
月
前
に
課
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

同
じ
総
務
部
内
の
昇
進
で
、
過
去
に
経
理

担
当
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
事
あ
る
ご
と

に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
タ
イ
プ
で
、
細
か
な
注

文
に
課
員
の
多
く
が
困
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
Ａ
さ
ん
が
、
処
理
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
案
件
が
溜
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
い
た
時
、「
ち
ょ
っ
と
Ａ
さ
ん
、

こ
っ
ち
の
仕
事
も
頼
む
よ
」
と
厚
め
に
束

ね
ら
れ
た
書
類
を
机
に
置
き
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
は
数
字
入
力
に
集
中
し
て
い
た
の

い
な
い
よ
う
に
思
え
る
場
面
も
結
構
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
態
度
が
邪
魔
し
て

い
る
か
ら
」で
す
。「
困
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
笑
い
な
が
ら
言
う
。「
あ
り
が
と
う
」
と

ム
ッ
と
し
な
が
ら
言
う
、
な
ど
が
そ
の
例

で
す
。
表
情
や
姿
勢
が
伝
え
た
い
言
葉
と

合
致
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ぎ
こ

ち
な
い
、
手
が
落
ち
着
き
な
く
動
い
て
い

る
、
頭
が
下
が
っ
て
い
る
、
な
ど
癖
が
影

響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
周
り
の

人
に
聞
い
た
り
、
鏡
を
見
て
自
分
で
気
づ

く
こ
と
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
さ

ん
と
課
長
の
最
初
の
場
面
は
、
言
葉
の
や

り
と
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
情
を
表

に
出
し
た
ま
ま
自
分
本
位
の
課
長
に
対
し

て
、
Ａ
さ
ん
に
も
素
直
さ
が
欠
け
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

自
分
の
想
い
の
伝
え
方
の
３
つ
の
要
素

を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
、
簡
潔
に
伝
わ
る
よ
う
に
自

分
の
中
で
整
理
す
る
こ
と
も
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

１
９
４
１
年
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ
Ａ
Ｐ
企

業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交

流
分
析
士
。

筆
者
紹
介
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大衆居食  信貴
代  表  者　小池　信也
住　　所　甲府市徳行１－１１－５
　　　　　TEL  055-267-6077　FAX  055-267-6077  

（順不同・敬称略） 

研

修

会

予

定

●
源
泉
部
会
講
習
会
（
第
１
回
）

　

韮
崎
会
場　
６
月
９
日　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　

甲
府
会
場　
６
月
11
日　
　

ア
ピ
オ
甲
府

　
　

  【
内
容
】
初
級
講
座　
　

源
泉
所
得
税
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
泉
所
得
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
上
級
講
座　
　

誤
り
や
す
い
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
泉
所
得
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て

〈
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
〉

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性
社
員
向
け
）

　

第
１
回　

７
月
９
日　

(

主
な
対
象
：
新
人
・
若
手
社
員)

　

＊
接
遇
向
上
研
修
＊

　

●
接
遇
マ
ナ
ー
の
必
要
性
と
基
本

　

●
差
別
化
に
必
要
な
人
的
サ
ー
ビ
ス

　

●
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

　

●
第
一
印
象
の
重
要
性

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
防
止
対
策
の
た
め
、
右
記

の
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
は
日
程
等
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

発
行
所

公
益
社
団
法
人  

甲
府
法
人
会

広
報
委
員
長　

輿
水　

順
彦

甲
府
市
中
央
４
丁
目
12
番
21
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５–

２
３
７–

７
７
７
４

印
刷
所

株
式
会
社　

峡
南
堂
印
刷
所

発
行
日

令
和
2
年
４
月
21
日

役
員
の
退
任

当
会
専
務
理
事
の
小
泉
真
氏
は
、
本
年
３
月
を
も
ち
ま
し
て
退
任

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご入会ありがとうございます。
アンブローズ アンド カンパニー  株式会社
代  表  者　堀内　信之
住　　所　甲府市川田町アリア２０２
　　　　　TEL  055-220-1612　FAX  055-220-1616

宇宙カンパニー合同会社
代  表  者　楠瀬　正紘
住　　所　北杜市高根町藏原９３７－１
　　　　　TEL  080-3351-4431　FAX  0551-45-8781

株式会社  石原グリーン建設
代  表  者　石原　政人
住　　所　甲府市高室町２６９
　　　　　TEL  055-241-2001　FAX  055-241-0822

学校法人  聖テレジア学園
代  表  者　白木　信一		
住　　所　甲府市中央２－７－１０
　　　　　TEL  055-288-1316　FAX  055-288-1317

株式会社  大甲工業
代  表  者　米山　浩史
住　　所　甲府市西下条町７９５
　　　　　TEL  055-241-2549　FAX  055-241-2205

株式会社  コバエメック
代  表  者　小林　成光
業　　種　労働者派遣事業・請負事業・機械設備販売
住　　所　甲府市大津町１２６２－５
　　　　　TEL  055-242-8830　FAX  055-241-1885
コメント　�弊社は、株式会社小林製作所のグループ企業として、㈲コ

バエメックとして平成 2年 4月に発足しました。業務拡張
により、令和元年 12 月 1 日から㈱コバエメックに組織変
更し、営業活動をしております。	

　　　　　�お客様の、ご要望に 100％お答えすべく事業を展開してお
りますのでよろしくお願いいたします。		

社会福祉法人  旭寿会
代  表  者　依田　智
住　　所　甲府市堀之内町８－１
　　　　　TEL  055-243-3362　FAX  055-243-3367

株式会社  平誠工業
代  表  者　藤巻　宏和
住　　所　甲府市大里町３５５９－１５
　　　　　TEL  055-241-7935　FAX  055-243-7935

有限会社  ディバイン
代  表  者　石原　英治
住　　所　甲府市宮原町１９１－１
　　　　　TEL  055-244-0019　FAX  055-244-0020

有限会社  輿石開発
代  表  者　輿石　守
住　　所　甲府市大里町３９２２
　　　　　TEL   055-241-1198

株式会社  シュピア
代  表  者　藤原　修也　　　業　種　ジュエリー製造、卸
住　　所　甲府市朝気２－１－２２
　　　　　TEL  055-244-7041　FAX  055-244-7042

ミキ建設
代  表  者　赤池　俊樹
住　　所　甲府市大里町１３３１
　　　　　TEL  055-288-1692　FAX   055-288-1693

ＰＤＯパッシヴデザインオーケストラ合同会社
代  表  者　細田　東男
業　　種　建築設計及び施工
住　　所　北杜市大泉町谷戸８３１２－１
　　　　　TEL  0551-38-3266　FAX  0551-45-6208
Ｕ  Ｒ  Ｌ　http://www.passivedesign.jp

ナカヒロ設備
代  表  者　中山　寛男
業　　種　設備工事
住　　所　北杜市白州町鳥原２９１３－２４９
　　　　　TEL  0551-35-3506　FAX  0551-35-3518  

新入会員紹介 （令和２年1月～３月）

Ｐ
６

パ
ズ
ル
・
四
字
熟
語
の
答
え

①
明
鏡
止
水
　
②
一
部
始
終

Ｐ
８

７
つ
の
間
違
い
探
し

『
彦
山
権
現
誓
助
剱
』
の
答
え

①
尺
八
の
長
さ
　
②
衝
立
の
穴

③
お
で
こ
の
キ
ズ
　
④
梅（
右
）

⑤
子
ど
も
の
袖
の
柄

⑥
子
ど
も
の
靴
下
　
⑦
影
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